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夜空照らす優しいヒカリ夜空照らす優しいヒカリ

　12月 13日、 上有住地区公民館を会場に、 「みんなのイルミネーション　12月 13日、 上有住地区公民館を会場に、 「みんなのイルミネーション

2025」 が開催されました。 夢がかがやく上有住 （千葉忠行会長） と住田町2025」 が開催されました。 夢がかがやく上有住 （千葉忠行会長） と住田町

子ども会育成会連絡協議会 （菅野美紀会長） が主催した本イベントでは、子ども会育成会連絡協議会 （菅野美紀会長） が主催した本イベントでは、

町内の子どもたちが絵を描いたペットボトルを使ったライトが点灯されるなど、町内の子どもたちが絵を描いたペットボトルを使ったライトが点灯されるなど、

寒空に柔らかな光が浮かび上がっていました。寒空に柔らかな光が浮かび上がっていました。

　　



広報すみた　令和７年１２月２５日 （2）広報すみた　令和７年１２月２５日 （2）

林野火災から大切な命と財産を守るために
～令和８年１月１日から

林野火災注意報・警報の運用を開始します～

　記憶にも新しい今年２月に大船渡市で発生した平成以降国
内最大規模の林野火災。この林野火災を教訓に、皆さんが暮
らしの中で活用できる取り組みとして「林野火災注意報・警
報」の運用が始まります。

林
野
火
災
注
意
報
・

警
報
の
運
用
に
つ
い
て

　

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
で
は
、
昨
年
発

生
し
た
大
規
模
林
野
火
災
を
受
け
、
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、「
林
野
火

災
注
意
報
・
警
報
」
の
運
用
を
開
始
し
ま

す
。

　

林
野
火
災
多
発
期（
１
月
か
ら
５
月
）

に
一
定
の
気
象
条
件
に
達
し
た
場
合
、
注

意
報
や
警
報
を
発
令
し
、
発
令
中
の
「
屋

外
に
お
け
る
裸
火
で
火
の
粉
が
飛
散
す
る

行
為
」
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
林
野
火
災

予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
際
に
は
火
の
使
用
に

関
す
る
制
限
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に
従
わ

な
い
場
合
に
は
罰
金
や
拘
留
な
ど
の
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

注
意
報
の
発
令
中
に
は
火
の
使
用
の
制
限

に
つ
い
て
、
努
力
義
務
を
課
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

林野火災注意報の発令基準

１月から５月までの期間、以下の①または②のどち
らかの条件に該当する場合

①前３日間の合計降水量が１㎜以下かつ前 30 日間の
　合計降水量が 30 ㎜以下

②前３日間の合計降水量が１㎜以下かつ乾燥注意報
　が発表された場合

林野火災警報の発令基準

１月から５月までの期間、林野火災注意報の発令基
準に加え、強風注意報が発表された場合

★問い合わせ
　大船渡消防署住田分署　☎ 46-2119
　役場総務課防災管財係　☎ 46-2112

注
意
報
・
警
報
の
発
令
基
準

　

注
意
報
・
警
報
の
発
令
基
準
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
注
意
報
・
警
報
の
解
除
基
準
は
、

発
令
基
準
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
と

な
り
ま
す
。

制
限
さ
れ
る
行
為
と
は

　

注
意
報
・
警
報
の
発
令
時
に
制
限
さ
れ

る
火
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
、
こ
の
警
報
で
は
「
火
の
使

用
の
制
限
」
に
違
反
者
に
対
し
、
30
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
が
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
山
林
、
原
野
な
ど
に
お
い
て
火
入
れ
を

　

し
な
い
こ
と

②
屋
外
に
お
い
て
、
花
火（
玩
具
用
を
含

　

む
）
を
行
わ
な
い
こ
と

③
屋
外
に
お
い
て
、
火
遊
び
ま
た
は
た
き

　

火
を
し
な
い
こ
と

④
屋
外
に
お
い
て
、
爆
発
し
や
す
い
物
や

　

落
ち
葉
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
の
近
く

　

で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と

⑤
屋
外
に
お
い
て
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や

　

灰
を
捨
て
る
際
は
、
火
が
確
実
に
消
え

　

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
処
理
す
る
こ
と

　

以
上
の
よ
う
に
注
意
報
・
警
報
の
発
令
時

は
「
屋
外
に
置
い
て
裸
火（
覆
い
や
囲
い
が

な
く
直
接
空
気
中
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
火
）

を
使
用
し
、
火
の
粉
が
飛
散
す
る
行
為
」
が

制
限
の
対
象
と
な
る
た
め
、
炎
を
使
っ
た
土

壌
消
毒
や
殺
虫
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
注
意
報
・
警
報
が
発
令
中
で
あ
っ

て
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
台
や
七
輪
、
ガ
ス
器
具

（
火
の
粉
が
飛
散
し
な
い
形
態
の
も
の
）
は

規
制
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
発
令
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
方
法

　

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の
発
令
時
の

お
知
ら
せ
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
町
、
大
船
渡
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

②
防
災
行
政
無
線

③
消
防
車
両
で
の
町
内
巡
回



（3） 令和７年１２月２５日　広報すみた（3） 令和７年１２月２５日　広報すみた

たき火

火入れ

放火（疑いを含む）たばこ

マッチ、
ライター

火遊び

その他

た
き
火
、
野
焼
き
、

火
入
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
行
為
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
火
災
と
見
間
違
う
お
そ
れ
の
あ

る
煙
や
炎
を
発
す
る
行
為
を
行
う
場
合

は
、
消
防
署
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
届
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
消
防

署
の
窓
口
に
書
類
を
直
接
提
出
ま
た
は
メ

ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
消
防
署
に
届
出
書
を
提

出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、
提
出
し
た
旨
を
電
話

で
報
告
が
必
要
）
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）
電
話
の
み
で
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の

�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

最
後
に

　

林
野
火
災
の
主
な
原
因
は
人
為
的
な
要

因
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
面
積
の
９
割
が
森
林
で
あ
る
本

町
に
と
っ
て
、
林
野
火
災
は
大
き
な
被
害

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ

た
ら
、
火
を
「
使
わ
な
い
・
出
さ
な
い
・

広
げ
な
い
」
を
合
言
葉
に
し
、
町
全
体
で

注
意
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、
大
切
な
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

林野火災の原因
（令和２～６年までの平均）

たき火 32.5％

火入れ 18.9％

放火
（疑いを含む）

7.7％

タバコ 4.1％

マッチ、ライター 2.7％

火遊び 0.9％

その他 33.1％

※林野庁ホームページから引用

■
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
を
発
す
る
お

　

そ
れ
の
あ
る
行
為

①
煙
な
ど
を
使
っ
た
作
業

　
（
燻
蒸
を
用
い
た
害
虫
駆
除
作
業
な
ど
）

②
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
煙
の
使
用

　
（
大
量
の
煙
が
広
が
る
演
出
な
ど
）

■
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

①
た
き
火
な
ど
薪
を
使
用
し
て
裸
火
が
発

　

生
す
る
場
合

Ａ
届
出
が
必
要
な
行
為

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
焼
き
芋
な
ど

Ｂ
届
出
が
不
要
な
行
為

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
台
、
七
輪
、
ガ
ス
コ
ン

　

ロ（
火
の
粉
が
飛
散
し
な
い
も
の
）

②
例
外
と
し
て
野
外
焼
却
な
ど
が
認
め
ら

　

れ
る
場
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
法
令
に
基
づ
く
も
の

　
（
伝
染
病
家
畜
、
松
く
い
虫
被
害
木
の

　

焼
却
）

Ｂ
国
、
地
方
公
共
団
体
の
施
設
管
理
の
た

　

め
の
も
の

　
（
河
川
管
理
者
の
伐
採
草
木
の
焼
却
）

Ｃ
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

　

の
た
め
に
必
要
な
も
の

　
（
凍
霜
害
防
止
の
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
）

Ｄ
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
の

　

も
の

　
（
火
祭
り
、
ど
ん
と
祭
焼
き
な
ど
）

Ｅ
農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
も
の

　
（
稲
わ
ら
、
枝
条
な
ど
の
焼
却
）

消
防
署
に
届
出
が
必
要
な
行
為

Ｆ
日
常
生
活
を
す
る
上
で
行
わ
れ
る
廃
棄

　

物
の
軽
微
な
も
の

　
（
落
ち
葉
、
少
量
の
剪
定
枝
の
焼
却
）

　

な
お
、
本
届
け
出
が
受
理
さ
れ
て
も
他

の
法
令
に
基
づ
く
焼
却
行
為
が
許
可
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
象
状
況
に

よ
っ
て
、危
険
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

焼
却
の
禁
止
、
制
限
、
消
火
な
ど
を
要
請

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▲大船渡地区消防組合
ホームページ



広報すみた　令和７年１２月２５日 （4）広報すみた　令和７年１２月２５日 （4）

ふるさと納税の共通返礼品に関する
大船渡市との連携協定締結について

　11 月 26 日、ふるさと納税共通返礼品の出品に関する本町と大船渡市による協定締結式を大船渡市役所
で行いました。相互の魅力をＰＲするため、大船渡市では本町の畜産品を、本町では大船渡市の海産物を
それぞれ返礼品として取り扱うこととなり、それぞれの出品に関する事項が定められました。
　式では、渕上清市長から「多様な分野で連携を重ねているが、相互の魅力を活かし、さらなる相乗効果
が期待できる。未来を見据えてさらに連携していきたい」とあいさつがありました。神田町長は「本当に
ありがたく、うれしく、力強く感じる。両市町の経済や生産者を後押ししたい」と意気込みを語りました。

●ふるさと納税制度について
　ふるさと納税は、応援したい自治体へ寄付を行うことで、寄付額のうち 2,000 円を超える部分が所得税
・住民税から控除される制度です。寄付先は生まれ故郷に限らず全国から選べます。寄付金は自治体のま
ちづくりや福祉、子育て支援などに活用されます。　
　本町でも、ふるさとチョイスやさとふるなどの各種サイトから寄付を受け付けています。平成 20 年に
寄付制度を始めてから多くの方にご支援をいただいています。

●取り扱う共通返礼品
　【大船渡市】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【住田町】
　　加工肉セット、精肉セット　　　　　　　　　　　　　　　　蒸しウニ、殻付きカキ

★問い合わせ　企画財政課企画調査係　電話 46-2114



（5） 令和７年１２月２５日　広報すみた（5） 令和７年１２月２５日　広報すみた

地
域
の
相
談
役

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
33
名
に
委
嘱

　

12
月
１
日
、
民
生
・
児
童
委
員
の
改
選

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
町
で
は
、
次
の
33
名
を
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
16
・
17
区
の
委
員
は
、
現
在
、

対
応
を
検
討
中
で
す
。　

■
各
地
区
の
委
員（
敬
称
略
）

１
区　

中
舘　

松
子（
松
ケ
平
）

２
区　

松
田　

英
明（
世
田
米
駅
）

３
区　

泉
田　

健
一（
世
田
米
駅
）

４
区　

畠
山　

孝
一（
世
田
米
駅
）

５
区　

荒
木　

健
彦（
火
石
）

６
区　

菊
池　

富
美
子（
和
山
）

７
区　

野
呂　

昌
代（
田
畑
）

８
区　

松
田　

栄
吉（
日
向
）

９
区　

髙
橋　

仁
一（
向
村
）

10
区　

佐
々
木　

信
子（
本
町
）

11
区　

泉
田　

秀
子（
清
水
沢
）

12
区　

吉
田　

京
子（
向
川
口
）

13
区　

紺
野　

冨
夫（
竹
ノ
原
）

14
区　

佐
藤　

菊
子（
畷
畑
）

15
区　

遠
藤　

實（
下
大
股
）

16
・
17
区　

欠
員

18
区　

佐
藤　

浩
美（
火
の
土
）

19
区　

佐
々
木　

ミ
エ
コ（
高
瀬
）

20
区　

高
木　

浩
二（
高
瀬
）

21
区　

佐
藤　

英
司（
中
上
）

22
区　

菊
田　

忠
一（
奥
新
切
）

23
区　

水
野　

敏
行（
小
台
）

24
区　

佐
野　

敏
也（
平
沢
）

25
区　

菅
野　

英
子（
山
脈
地
）

26
区　

佐
藤　

美
幸（
上
家
）

27
区　

小
山　

富
孝（
船
作
）

28
区　

小
野　

早
智（
八
日
町
）

29
区　

熊
谷　

萬
亀
子（
和
田
野
）

30
区　

皆
川　

光
子（
天
嶽
）

31
区　

紺
野　

昇（
上
寒
倉
）

32
区　

紺
野　

忠
治（
中
沢
）

33
区　

中
澤　

正
雄（
土
倉
）

■
主
任
児
童
委
員（
敬
称
略
）

　

佐
藤　

拓
巳（
世
田
米
駅
）

　

松
田　

美
代
子（
上
有
住
中
井
）

報

告

報

告

　

次
の
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
を

報
告
し
ま
し
た
。

▼
住
田
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
関
す
る

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用

　

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

　

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

　

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
開
始
す

　

る
条
例

▼
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

　

と
に
つ
い
て

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
更
新
に
伴
う

購
入
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
住
田
町
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住 

  

宅
等
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と

  

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
な
ど
の
指
定
管
理
者
に
有
限
会

社
菊
池
組
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

▼
岩
手
沿
岸
南
部
広
域
環
境
組
合
規
約
の

議

決

議

決

12
月
議
会
定
例
会

（5） 令和７年１２月２５日　広報すみた（5） 令和７年１２月２５日　広報すみた

会計 補正額 補正後の予算額

一般会計（第５号） 2,844万8千円 54億6,449万2千円

特別会計

国民健康保険（第３号） 22万7千円 7億5，039万9千円

介護保険（第３号）
保険事業 272万9千円 10億2，764万6千円

介護サービス
事業

39万6千円 261万4千円

企業会計
簡易水道事業会計（第２号） 収益的支出 225万3千円 1億3,768万円

下水道事業会計（第２号） 収益的支出 119万1千円 1億479万円

補
正
予
算

補
正
予
算

　

左
表
の
と
お
り
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
部
変
更
の
協
議
に
関
し
議
決
を
求
め

　

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
関
し
同

　

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
山
敏
一
さ
ん
（
上
家
）
を
任
命
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。　



広報すみた　令和７年１２月２５日 （6）広報すみた　令和７年１２月２５日 （6）

まちのホットな話題 SUMITAうおっちんぐ！

▲話し手と聞き手がそれぞれ課題を
持って取り組んでいました

描
く
は
地
域
の
未
来
、そ

の
在
り
方

　

12
月
11
日
、
住
田
中
学
校（

遠
山
秀
樹

校
長
）
で
令
和
７
年
度
地
域
創
造
学
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
住
中
生
の
ほ
か
、
住
田
高

校（
伊
藤
治
子
校
長
）
と
有
住
小
学
校（
新

沼
健
校
長
）、
世
田
米
小
学
校（
鹿
糠
博
子

校
長
）
か
ら
も
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
、

中
学
生
が
町
の
課
題
解
決
や
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
町
の
観
光
か
る
た
の
作
成
」
や
「
人

口
減
少
を
止
め
る
に
は
」
な
ど
、
住
中
生

が
思
い
思
い
の
課
題
に
つ
い
て
探
求
を
重

ね
、
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
に
対
し
、
高
校

生
や
小
学
生
か
ら
も
質
問
が
多
く
投
げ
か

け
ら
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に
意
見
を
交
わ

し
て
い
ま
し
た
。

全
力
プ
レ
ー
が
光
る

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
杯

　

12
月
20
日
、町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会（
松

田
金
光
会
長
）
が
主
催
す
る
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
カ
ッ
プ
第
24
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
小
学
生
の
健
全
な
心
身
の

育
成
と
相
互
の
親
睦
交
流
を
図
る
と
と
も

に
、
新
人
チ
ー
ム
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
内
か
ら
は
、
世
田
米
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
住
田
ア
リ
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
女
子
２
チ
ー
ム
が
出

場
。
両
チ
ー
ム
と
も
善
戦
の
末
、
惜
し
く

も
決
勝
リ
ー
グ
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
劣
勢
で
も
諦
め
ず
ボ
ー
ル
を
追

う
姿
に
、
ス
タ
ン
ド
の
保
護
者
ら
か
ら
も

熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
頬
張
る

地
元
食
材
の
お
い
し
さ

　

12
月
16
日
、
住
田
中
学
校
で
ク
リ
ス
マ

ス
給
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
産
地
消

推
進
へ
の
取
り
組
み
や
町
の
産
業
へ
の
関

心
を
高
め
、
生
産
者
へ
の
感
謝
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
住
田
フ
ー
ズ
㈱（
吉
川
達
哉
代

表
取
締
役
社
長
）
が
提
供
し
た
鶏
肉
を
中

心
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
献
立

が
提
供
さ
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
生
産
者

へ
の
感
謝
を
込
め
、
鶏
肉
を
笑
顔
で
頬
張

っ
て
い
ま
し
た
。

　

給
食
会
に
出
席
し
た
住
田
フ
ー
ズ
㈱
の

細
谷
康
剛
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
食
材
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
使
命
感
を

持
っ
て
仕
事
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「午う
ま

」
に
込
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
へ
の
祈
り

　

12
月
20
日
、
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
杣
遊
会（
佐
藤
清
司
会
長
）

が
火
石
地
内
に
あ
る
作
業
場
で
来
年
の
干

支
・
午
の
作
品
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
に
よ
る
干
支
製
作
は
、
今
年
で
15

年
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
、
平
和
の
象
徴
と
さ
れ

て
い
る
馬
の
幻
獣
「
ユ
ニ
コ
ー
ン
」。
世

界
で
紛
争
な
ど
が
絶
え
な
い
中
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
製
作
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
作
業
を
し
て
い
た
、
同
会
の
菊

池
一
夫
さ
ん
は
「
一
本
の
木
か
ら
馬
体
や

台
座
を
切
り
出
す
た
め
、
躍
動
感
が
出
る

よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
大
船
渡
消
防
署
住

田
分
署
脇
に
展
示
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

▲特別な献立に生徒たちも
夢中で食べている様子でした

▲一人一人が懸命に
ボールをつないでいました

▲筋肉の張りから細部に至るまで
繊細な作業が行われました



（7） 令和７年１２月２５日　広報すみた（7） 令和７年１２月２５日　広報すみた

保　健　だ　よ　り保　健　だ　よ　り

年末年始は飲みすぎに要注意 !!
◆飲みすぎは病気のもとに…

　年末年始は何かと食事を楽しむ機会が多い季節、ついつい飲み食いし過ぎて、失敗したという経験はあ
りませんか？
　お酒は百薬の長といわれ、適量の飲酒はストレス解消にも役立ち、健康にもプラスになります。しかし、
飲みすぎは肝機能障害だけでなく、肥満や高血圧、糖尿病、脂質異常など生活習慣病の原因になります。
また、飲酒量が多くなると、脳の萎縮が進み、認知症のリスクも高まります。
　健康的にお酒を楽しむために、自分のアルコール摂取量を確認してみましょう。

◆アルコールの適量って？
　体に影響を与えるお酒の量はアルコール度数とは異なり、お酒に含まれる「純アルコール量 1日 20 ｇ」
が基準となります。

◆休肝日をつくりましょう！
　健康的にお酒を楽しむためには、休肝日も大切です。
　晩酌する方は、マイルールを決めて、いつまでも健康でお酒を楽しめる生活習慣を身につけましょう。

む
し
歯
ゼ
ロ
の

　
　
　
　
　

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

～
12
月
健
診
結
果
か
ら
～

【
１
歳
６
カ
月
児
】

髙
橋　

睦む
つ
き生
く
ん（
川
向
）

【
３
歳
児
】

千葉　彩
あおい

生くん
（中上）

髙橋　春
はるか

伽ちゃん
（川向）

三船　生
いくま

真くん
（世田米駅）

奥間　翔
と わ

陽くん
（川向）

（7） 令和７年１２月２５日　広報すみた（7） 令和７年１２月２５日　広報すみた

★問い合わせ　
　保健福祉課健康推進係　☎ 46-3862



広報すみた　令和７年１２月２５日 （8）広報すみた　令和７年１２月２５日 （8）

【
書
道
】

■
第
61
回
創
玄
展　

詩
文
書
部

　

秀
逸
賞　

髙
橋　

瑶
春

　

入
選　

泉　

朝
霧

　

入
選　

千
葉　

露
水

■
岩
手
の
書
道
選
抜
百
人
展　

詩
文
書
部

　

推
薦
賞　

髙
橋　

瑶
春

　

推
薦
賞　

千
葉　

露
水

■
第
76
回
毎
日
書
道
展　

近
代
詩
文
書
部

　

入
選　

泉　

朝
霧

　

入
選　

髙
橋　

瑶
春

　

入
選　

千
葉　

露
水

　

入
選　

日
野　

鶯
華

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
美
術
展

　

奨
励
賞　

日
野　

鶯
華

【
絵
画
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
美
術
展

　

奨
励
賞　

松
田　

さ
よ
子

　　

佳
作　

日
野　

美
佐
子

　

佳
作　

梶
原　

ユ
カ
リ

　

佳
作　

紺
野　

信
江

　

佳
作　

佐
々
木　

功
二

　

新
人
賞　

大
田
和　

洋
子

【
写
真
】

■
第
78
回
岩
手
芸
術
祭
美
術
展　

写
真
部
門

　

入
選　

藤
井　

全
子

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
美
術
展

　

部
門
大
賞　

藤
井　

全
子

　

　

佳
作　

泉
田　

幸
子

【
俳
句
】

■
第
32
回
雑
草
園
祭
り

　

特
選
（
人
）
他　

夏
谷　

胡
桃

■
第
22
回
み
ち
の
く
「
二
夜
庵
」
俳
句
大
会

　

一
ノ
関
文
化

　
　
　
　

実
行
委
員
長
賞　

夏
谷　

胡
桃

■
第
67
回
啄
木
祭　

全
国
俳
句
大
会

　

入
選　

藤
井　

ま
さ
こ

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

特
選
（
天
）　

夏
谷　

胡
桃

　

作
品　

か
ら
す
う
り
美
術
全
集
の
上
に
置
く

　

特
選
（
地
）　

ア
リ
ス　

勝
幸

　

作
品　

ひ
ぐ
ら
し
や
母
が
手
を
振
る
峠
道

　

秀
逸　

藤
井　

ま
さ
こ

　

秀
逸　

佐
々
木　

き
よ
こ

【
短
歌
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

最
優
秀
賞　

菅
野　

こ
ず
え

　

作
品　

病
床
の
薬
の
包
み
に
書
き
し
短

　
　
　
　

歌
祖
母
は
遺
せ
り
九
人
の
子
ら
へ

【
川
柳
】

■
全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
第
27
回　

　

入
選　

菅
野　

と
み
子

■
第
69
回
岩
手
県
川
柳
大
会　
　
　

　

佳
作　

多
田　

教
子

　

佳
作　

大
和
田　

純
子　

　

佳
作　

泉
田　

す
み
子　
　
　

　

佳
作　

菅
野　

と
み
子

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

優
秀
賞　

多
田　

教
子

　

作
品　

最
終
章
分
か
ら
な
い
か
ら
生
き

　
　
　
　

ら
れ
る

　

奨
励
賞　

菅
野　

と
み
子

　

奨
励
賞　

大
和
田　

純
子

【
随
筆
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

奨
励
賞　

小
向　

三
枝
子

　

作
品　

異
国
に
て

【
詩
】

■
第
78
回
岩
手
芸
術
祭

「
県
民
文
芸
作
品
第
56
集
」

　

奨
励
賞　

夏
谷　

胡
桃

　

作
品　

百
歳

■
第
78
回
岩
手
芸
術
祭
文
芸
祭「詩

の
大
会
」

　

文
芸
祭
賞　

夏
谷　

胡
桃

　

作
品　

冬
の
カ
フ
ェ

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

最
優
秀
賞　

横
澤　

和
司

　

作
品　

書
き
留
め
て 

行
く
よ

　

奨
励
賞　

な
つ
や
く
る
み

【
小
説
・
童
話
・
掌
編
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
39
回
文
芸
祭

　

最
優
秀
賞　

高
樫　

玲
琉

　

作
品　

夕
焼
け
小
焼
け

町
芸
術
文
化
団
体
・
個
人

令
和
７
年
受
賞
者
紹
介

★
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係　

　

☎
46-

３
８
６
３

▲「そのパレットを」
奨励賞　　日野　鶯華

▲「休憩」
奨励賞　　松田　さよ子

▲「猫に夢中」
部門大賞　　藤井　全子



（9） 令和７年１２月２５日　広報すみた（9） 令和７年１２月２５日　広報すみた

（9） 令和７年１２月２５日　広報すみた（9） 令和７年１２月２５日　広報すみた

令和７年度　住田町「二十歳の集い」
開催のお知らせ

日　時日　時 令和８年１月11日（日）14：00 開式（13：05 受付開始）

　本年度、二十歳を迎える人の中から有志による実行委員
会を組織し、式典を開催します。
　お世話になった先生方や同級生に会える貴重な機会で
す。対象となる皆さんの出席をお待ちしています。
　なお、関係者あての案内は 12 月中に発送しております
のでご確認ください。

役場町民ホール場　所場　所
令和６年度の様子令和６年度の様子

新しい町指定文化財の指定について

　12 月２日、町内で発見された中尊寺の国宝「紺紙金字一切経」の一部とみられる経巻と町内の二つの
郷土芸能を新たに町指定文化財に指定しました。

有形文化財

「大
だいじょうだいしゅうじぞうじゅうりんきょうかんだいに

乗大集地蔵十輪経巻第二」

　平泉当主三代が中尊寺に奉納した写経の総称を
「中尊寺経」といいます。このうち、三代秀衡が奉
納したものが「紺紙金字一切経」で、紺色の紙に金
泥で経文が書かれているのが特徴です。
　本文化財は、調査の結果、紺紙金字一切経の一部
の一巻である可能性が高いとされています。

無形民俗文化財

「行
ぎょうざんりゅうやまぐちはかきないざわししおどり

山流山口派柿内沢鹿踊」

　寛政年間（1789 ～ 1801）の初め、栗原家の加三
という人が、矢作村（現陸前高田市）馬越の“鹿踊
連”から伝授され、柿内沢に広めたことがはじま
り。加三は亡妻の霊前で舞い、その成仏を祈った
と伝えられています。

「五
ごようねんぶつけんばい

葉念仏剣舞」

　300 年以上前から踊り継がれています。元祖は
紺野八太郎で、仙台伊達公の庭前で舞い、大いに
称賛されたとのことです。北前地方で剣舞の修業
を積んだ中沢集落の兵太郎という人が同剣舞をよ
り洗練し、五葉念仏剣舞を完成させたと伝えられ
ており、昭和 33 年に一時途絶えましたが、同 60
年に復活しました。

★問い合わせ　
　教育委員会生涯学習係　☎ 46-3863

★問い合わせ　
　教育委員会生涯学習係　☎ 46-3863
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車種 窓口

軽四輪（乗用・貨物用） 軽自動車検査協会岩手事務所
（盛岡市湯沢 16-15-10） ☎ 050-3816-1833

二輪の軽自動車（126cc ～ 250cc）
二輪の小型自動車（251cc 以上）

東北運輸局岩手運輸支局
（矢巾町流通センター南２丁目８－５） ☎ 050-5540-2010

原動機付自転車（50cc ～ 125cc）
小型特殊自動車（農耕用・その他） 役場住民税務課 ☎ 46-2113

　次に該当する方は、速やかに廃車や名義変更などの手続きをしてください。
　　①車を譲ったが、名義変更の手続きをしていない方
　　②町外から転入または町外へ転出したが、住所変更していない方
　　③軽自動車などの所有者が死亡したが、廃車や名義変更の手続きをしていない方
　なお、車種ごとの窓口は以下のとおりです。

軽自動車などの廃車・名義変更等手続きのお願い
（軽自動車税は４月１日の所有者に課税されます）

水道管の凍結にご注意ください
　気温がマイナス４℃を下回ると、水道水は凍結
しやすくなります。水道水が凍結すると水が出な
くなるのはもちろん、水道管が破裂する恐れもあ
り、解氷作業や水道管の修繕に多額の費用がかか
ってしまうこともあります。気温が低下する夜間
や長期間水道を使用しない場合などは、必ず水抜
きをし、水道管の凍結防止に努めましょう。
■こんなときは特に注意
・ 最低気温がマイナス４℃ 以下になるとき
・ 長期間水道を使用しないとき
・ 真冬日が続いたとき
・ 水道管が北向きの日陰や風に当たりやすい場所
　にあるとき

■水道管が凍結、破損してしまった場合
　凍結したところにタオルをかぶせ、その上から
ゆっくりぬるま湯をかけて溶かしてください。熱
湯をかけると水道管が破裂する恐れがあります。
もし、水道管が破裂してしまった場合は、水抜き
栓を閉め、住田町指定給水工事事業者にご相談く
ださい。
　住田町指定給水工事事業者の一覧は、町ホーム
ページの「上下水道のご案内」に掲載しています
ので、ご確認ください。
■町内の指定給水工事事業者
　株式会社佐々木鉄工所　☎ 48-2658
　多田商店　　　　　　　☎ 46-2022
　松田水道サービス　　　☎ 48-2206
★問い合わせ　建設課　☎ 46-2115

※手続きの代行について
　二輪車（126cc 以上）、三輪・四輪の軽自動車（660cc 以下のもの）で必要な手続きを岩手県自
家用自動車協会大船渡支部（有料）で代行できます。

いきいきドライバーズクリニックを開催します！

令和８年４月24日（金） ９時～ 12時

★問い合わせ　住民税務課　☎ 46-2113
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お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

（11） 令和７年１２月２５日　広報すみた（11） 令和７年１２月２５日　広報すみた

◆新春特別企画番組「令和７年度世田米保育園・有住保育園　生活発表会」

　園児たちの可愛らしいステージの数々。家族そろってお楽しみください。
　初回放送　令和８年１月１日（木）①有住保育園 13：00 ～　②世田米保育園 15：00 ～

◆町民の皆さまへ　「町長・町議会議長　新春のごあいさつ」

　神田町長と佐々木町議会議長より、新春のごあいさつを申し上げます。
　初回放送　令和８年１月１日（木）６：00 ～

◆年末特別企画　「住田の 2025」

　神田町長と 2025 年を振り返ります。
　放送期間　12月31日（水）６：00 ～

住田テレビ年末年始特別番組のお知らせ

★問い合わせ先　企画財政課財政係　☎ 46-2114

入札日 件名 落札金額 落札者

　建設工事

９月17日 令和７年度町道新切新田線修繕工事 38,900,000 円 有限会社吉田工務店

９月22日 消防施設外壁塗装工事 6,800,000 円 有限会社村健塗装

10月14日 旧町道滝観洞線景観整備工事 19,500,000 円 有限会社山崎工業

10月21日 火石第１町有住宅解体工事 6,400,000 円 有限会社山崎工業

10月21日 五葉橋補修工事 16,300,000 円 有限会社山崎工業

10月21日 駅前橋補修工事 13,000,000 円 有限会社山崎工業

10月28日 準用河川火ノ土川河川維持工事 1,900,000 円 有限会社山崎工業

10月28日 町道大通線災害復旧工事 2,900,000 円 有限会社山崎工業

建設関連業務

９月22日 令和７年度橋梁定期点検業務 9,900,000 円 株式会社
岩手建設コンサルタント

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、令和７年度の入札・契約の結果内
容を公表します。
　なお、入札結果は、町ホームページでも公開しています。

公共工事などの入札結果について

１ 21
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　これから働きたいと思っている方、現在就職活
動中の方、そのご家族、関係者などは、ぜひご参
加ください。
■対象者
　15 ～ 49 歳の方
※個別相談は、随時受け付けています。
★問い合わせ
　いちのせき若者サポートステーション
　おおふなとルーム　　　☎ 080-8219-4001

就職相談会のお知らせ

会場 開催日 開催時間

ハローワーク
大船渡

（１階会議室）

１月21日（水）

　　28日（水）
10：00～12：00

町生活改善
センター

（２階研修室）
１月14日（水） 10：00～12：00

住田町世田米字川向12-1 ☎46-2363 FAX49-1015

年末年始のごみ収集などについて

　例年、年末年始の前後は、粗大ごみをはじめ各家庭から排出されるごみの量が特に多い時期です。
　一度に大量に排出すると、分別処理や運搬作業などに時間がかかってしまうため、ごみ出しの分散化や減
量化、リサイクルへの取り組みなどご協力をお願いします。

月日 曜日 燃えるごみ 燃えないごみ 一般持込 事業系持込

12 月 30 日 火 通常収集 収集地域なし 通常受付 通常受付

12 月 31 日 水 通常収集
（週１回水曜日収集地域） 収集地域なし 休み 休み

１月１日 木 休み 休み（※） 休み 休み

１月２日 金 休み 休み 休み 休み

１月３日 土 休み 休み 休み 休み

１月４日 日 休み 休み 休み 休み

１月５日 月 通常収集 通常収集 休み 通常受付

１月６日 火 通常収集 通常収集 通常受付 通常受付

■燃えないごみ
　第１木曜日（１月１日）が、月１回の燃えないごみ収集日となる地域は、１月９日（金）に振替収集しま
す。【対象地域：上有住、下有住、新切、平沢、新田、小台、月山】
★問い合わせ
　大船渡地区環境生成組合　☎ 26-4739

　大船渡税務署では、次のとおり申告書作成会場
を開設します。
■開設期間	 令和８年２月 16 日（月）
　　　　　　　～３月 16 日（月）
　　　　　　　※土、日、祝日を除く
■開設時間	 ９：00 ～ 17：00
■備考
・ スマホ（またはパソコン）とマイナンバーカー
　ドを利用して、自宅から e-Tax で 24 時間申告
　することができますので、是非ご利用ください。
・ 申告書作成会場の混雑緩和のため、入場される
　際は「入場整理券」が必要です。入場整理券は、
　当日配付（配付状況に応じて、　後日の来場を
　お願いすることがあります。）とＬＩＮＥによ
　る事前発行（事前発行可能期間が設けられてい
　ます。）があります。
★問い合わせ　大船渡税務署　☎ 26-3481

確定申告のお知らせ
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　危険物取扱者試験、消防設備士試験が以下のとおり実施されます。

■その他
　受験願書などは、下記センターのほか、各消防本部、消防署、消防分署などで配布しています。
★問い合わせ　(一財 )消防試験研究センター岩手県支部  ☎0191-654-7006

危険物取扱者試験 (種類：乙種４類 )

会場 試験日 受付期間

盛岡市、奥州市 令和８年３月21日（土） 令和８年２月17日（火）～24日（火）

消防設備士試験 (種類：甲種 (全類 )・乙種 (全類 ))

会場 試験日 受付期間

盛岡市 令和８年２月21日（土）
令和８年１月６日（火）～13日（火）

奥州市 令和８年２月28日（土）

危険物取扱者試験、消防設備士試験のご案内

■日　時　令和８年１月 23 日（金）　
　　　　　13：30～15：30（13：00受付開始）
■会　場　住田町農林会館　大ホール
■講　演　「高温等の気候変動への対応策」
　　　　　岩手県農林水産部　農業普及技術課
　　　　　　上席農業普及員　宮川　英幸　氏
■事例報告　「遠野土淵の事例を基にした農村ＲＭＯ　　
　　　　　　の紹介」、「大船渡地域のピーマン振興」
■参加費　無料
★申込・問い合わせ　
　農政商工課農政係　☎ 46-3861

令和７年度大船渡地方農業振興
研修会の開催について

　一関年金事務所では、下表のとおり相談会を開
催します。予約制のため、相談を希望する方は開
催日の前日までにお申込みください。

　

★問い合わせ
　一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

国民年金などに関する相談（１月分）

会場 開催日 開催時間

奥州市役所（本庁） ８日（木） 10：00～15：30

大船渡市役所 29日（木） 10：30～15：30

町公共施設予約システムが稼働中です

　町内公共施設の利用予約が、
お持ちのスマートフォンやパソ
コンから可能になりました。
　ぜひご利用ください。
★問い合わせ　
　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

町公式YouTube をご覧ください
　住田テレビの映像の一部を
町公式 YouTube チャンネルで
公開しています。
　チャンネル登録お願いします。
★問い合わせ　
　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

　養蜂振興法に基づき、蜜蜂を飼育する方は、趣味で飼育する場合も含め、毎年１月 31 日までに知事へ届
け出る必要があります。
　この届出は、住所地を所管する広域振興局長へ提出することとなっていますので、
お近くの広域振興局農政（林）部に提出してください。
　なお、届出の様式は、右記ＱＲコードからダウンロードしてご利用ください。
★問い合わせ　大船渡農林振興センター　☎ 27-9914

蜜蜂の飼育には届出が必要です

▲県ホームページ
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　大船渡保健所では、専門の医師によるこころの
健康相談を開催します。事前予約が必要です。
■日時・時間
　令和８年１月 15 日（木）　14：00 ～ 16：00
■会場
　大船渡保健所２階　第１相談室
　（大船渡市猪川町字前田６－１）
■その他
　相談は予約制。費用は無料です。
★問い合わせ　
　大船渡保健所保健課　 ☎27‐9922

こころの健康相談（１月分） 県民手帳の販売について
■販売期間
　令和８年１月 16 日（金）まで
■場所
　役場企画財政課、上有住地区公民館
■種類と金額
　県民手帳（限定版）　1,000 円
　※通常版は売り切れとなりました。
★問い合わせ
　企画財政課企画調査係　☎ 46-2114

岩手県高齢者福祉・介護保険推進協議会委員の公募について

　岩手県では、高齢者の福祉などに関する施策の推進に関する意見を求めるとともに、県高齢者福祉計画や
県介護保険事業支援計画の進行管理や評価を行うため、協議会を設置しており、その委員を募集します。
■公募委員数　１人
■業務内容　協議会に出席し、県の高齢者福祉施策に関する協議を行い、意見や提言をすること。
■任期　令和８年４月１日から令和 11 年３月 31 日までの３年間
■報酬など　協議会に出席する際、県の規定により報酬・旅費が支給されます。
■応募できる方
　①県内に住所がある方（現在、公務員として従事していない方。過去に県職員として勤務経験のない方）
　②年間２～３回ほど、盛岡市内で開催される協議会に出席できる方
■申込方法
　①応募申込書（右記ＱＲコードからダウンロードしてください）
　②作文（応募の動機について記載したもの）
　上記①、②を下記の問い合わせ先まで郵送または電子メールでお申込みください。
■申込期間
　令和８年１月 16 日（金）まで
★問い合わせ
　岩手県高齢者福祉・介護保険推進協議会事務局（盛岡市内丸 10- １）　
　☎ 019-629-5432　FAX:019-629-5439　e-mail:AD0005@pref.iwate.jp

岩手県・盛岡市屋外広告物講習会の開催について

　県と盛岡市では、屋外広告物に関する法令や表示方法などについての知識の習得を目的とした講習会を開
催します。
　受講申し込みなどの詳細は、県または盛岡市のホームページからご確認ください。
■日時　
　令和８年１月 29 日（木）～ 30 日（金）の２日間
■場所　
　盛岡市都南公民館３階　第１研修室（盛岡市永井 24-10- １）
■申込期間　
　令和８年１月 15 日（木）まで
★問い合わせ
　岩手県屋外広告美術業協同組合　☎ 019-645-3140

▲県高齢者福祉・介護保険
推進協議会ホームページ

▲県ホームページ ▲盛岡市ホームページ
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住所 氏名 年齢 世帯主
世 田 米 駅 村 　上　睦　子 85 功

田 谷 泉　　　弘 70 本人

火 の 土 佐々木　チ　ヨ 84 勝利

奥 火 の 土 千　葉　すみ子 94 ひとみ

高 瀬 菊　池　　　保 96 正人

山 脈 地 岡　野　さつ子 93 本人

二 度 成 木 佐　藤　　　榮 100 成一

船 作 小　山　正　治 88 忠克

八 日 町 及　川　修　次 89 敏和

八 日 町 熊　谷　信　平 94 ヒロ子

和 田 野 佐　藤　幸　七 96 京子

和 野 佐　藤　サ　チ 97 昇悦

中 沢 紺　野　政　夫 88 阿部 茂子

土 倉 紺　野　小三郎 99 孝

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ

交通安全情報 11月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

１件（４件）

12 件（107 件）

０人（２人）

　《 飲む前に 車じゃないよね？ 再確認》
　これから路面凍結が多くなってきます。 スピードダ
ウンの徹底を心がけ「 急発進 ・ 急ブレーキ ・ 急ハン
ドル」 に気を付けましょう。 また、 年末年始はお酒
を飲む機会が増えますが、 飲酒運転「 しない ・ させ
ない」 を徹底しましょう。

１

気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00
日 医療機関名 地区 電話番号

１日（木） 菊田外科泌尿器科 大船渡 26-4075

２日（金） 大津小児科
ファミリークリニック 盛 27-2673

３日（土） 岩渕内科医院 大船渡 26-5355
４日（日） 鳥羽医院 小友 56-3515
11日（日） うのうらクリニック 立根 21-3636

12日（月・祝） 国保広田診療所 広田 56-2515
18日（日） 菊池医院 大船渡 21-1620
25日（日） 飯塚眼科医院 盛 21-3011

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00
日 医療機関名 地区 電話番号

１日（木） 大船渡市国保
歯科診療所 三陸 42-3228

２日（金） 細川歯科医院 大船渡 27-4158
３日（土） 横沢歯科医院 世田米 46-3050
４日（日） 広沢歯科医院 盛 27-4310
11日（日） 後藤歯科医院 末崎 29-3888

12日（月・祝） いいだ歯科
クリニック 大船渡 26-0082

18日（日） きかわだ歯科
クリニック 小友 57-1188

25日（日） たかた歯科医院 矢作 55-5011

岩手県よろず支援拠点のご紹介
　中小企業や小規模事業者の経営課題の解決に向け
てアドバイスを行い、売上拡大や経営改善、新商品
開発など、チームで相談者
を支援します。
■相談方法
　①面談　②リモート
■面談場所
　盛岡市、大船渡市
■申込方法
　下記問い合わせ先にお電話いただくか、ＱＲコー
ドからお申込みください。
★問い合わせ
　岩手県よろず支援拠点（盛岡市北飯岡２-４-26)
　☎ 019-631-3826

▲よろず支援拠点
ホームページ

ご誕生おめでとう
住所 氏名 親の名前

高 瀬　 紺 野 永
とおり

織 く　ん 颯志＝若菜
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4,555 人

2,020 世帯

2,265 人（-９）

2,290 人（-10）

（-19）

（-３）

町民の動き 11 月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

◇このコーナーでは、町内のかわいい
 １歳児を紹介します309

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
か
ら

『
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

す
く
す
く
育
っ
て
ね
！
』

 佐々木　凛
りん

ちゃん ( 女 )

（桐磨さん・祐未さん：高瀬）

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら

『
１
歳
お
め
で
と
う
！

　
　
　
　

沢
山
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
！
』

 遠藤　逸
いっさ

惺 くん ( 男 )

（新悟さん・紗奈江さん：川向）

パ
パ
、
マ
マ
か
ら

『
い
つ
も
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
思
い
出
つ
く
ろ
う
ね
！
』

 熊谷　明聖 くん ( 男 )

（聖さん・明菜さん：世田米駅）

炊
飯
器
で
柔
ら
か

ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク

　

塩
の
代
わ
り
に
塩
麴
を

活
用
し
て
減
塩
に
！

　

塩
麴
が
お
肉
の
旨
味
を

引
き
出
し
、
い
つ
ま
で
も

柔
ら
か
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

【作り方】
①にんにく・生姜は、すりおろ
　しておく。
②豚肉にＡをすりこむ。
③熱したフライパンにオリーブ
　油を入れ、強火で②の全体に
　焼き色をつける。
④ビニール袋に③とＢを入れ、
　空気を抜いて口を閉じる。
⑤炊飯器に④と④がひたるくら
いの沸騰したお湯入れ、約１時
間保温する。
⑥冷ましてから、食べやすい厚
　さにスライスする。

《材料》４人分
豚ロース
かたまり肉　　１　ｋｇ
塩麹　　　　　大さじ２　　　　　　
黒コショウ　　適　　量　　　　　　　
にんにく　　　２０　ｇ
生姜　　　　　２０　ｇ
酒　　　　　　大さじ４
しょうゆ　　　大さじ２
ローリエ　　　３　　枚　　　　　　　　
オリーブ油　　大さじ２
（付け合わせ）
レタス　　　　適　　宜
ミニトマト　　適　　宜

１人分栄養量　167kcal　
　　　　塩分　0.9g

おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防する
　おすすめ料理を紹介します！！

★問い合わせ　
　保健福祉課　46-3862

お
正
月
に
作
ろ
う
！

Ａ

Ｂ


